
⽝旧石器考古学⽞87 抜刷

旧石器文化談話会編

2023年３月発行

前・中期旧石器時代遺跡の立地と古地形
―長野県大町市木崎小丸山遺跡を載せる丘陵の地形変遷―

上 峯 篤 史





前・中期旧石器時代遺跡の立地と古地形
長野県大町市木崎小丸山遺跡を載せる丘陵の地形変遷

上峯 篤史
（南山大学）

１ 遺跡の地形層序をとらえる
日本列島における旧石器時代研究を回顧したとき、
この約20年間の顕著な動向の一つは、ジオ・アーケオ
ロジーに立脚した遺跡調査法の実践であろう。金取遺
跡（岩手県遠野市、菊池ほか 1986）で提示されていた
産状計測（ファブリック解析）が、遺物の空間分析の
資料批判法として、学術発掘調査を中心に採用されて
いる（佐野 2012、傳田 2015、長井編 2019、尾田 2019
など）。この手法は、後期旧石器時代以前の人類遺跡
を探究する試みにおいても、遺跡の人為性評価の点検
項目になった（上峯 2012、松藤・上峯編 2013）。限ら
れた発掘調査期間のなかで、余すところなく情報を獲
得せんと記録作業に奮闘する、調査者の覚悟と忍耐が
試されている。
金取遺跡の調査・研究（菊池ほか 1986）を方法論的
に省みたとき、産状計測の採用に比肩して注目される
のは、堆積物の徹底観察と地形層序学的考察である。
岩相区分に基づく層序認識と乾裂に依拠した旧地表面
認定、周氷河インボリューションの把握は、各資料・
試料が帰属する堆積物を正確に押さえ、金取遺跡の文
化層の年代決定を補強する（上峯 2020）。加えて、発
掘区の層序が遺跡を載せる地形面の層序、同一水系の
地形面群の層序と関連づけて理解され、この地域の地
形形成史のなかで金取遺跡の堆積物が年代づけられて
いる。遺跡の地形層序学的研究の模範であり、「後期
以前」の遺跡の地形学的検討の重要性を説いた佐藤宏
之（2006）の指摘とも軌を一にする。
木崎小丸山遺跡（長野県大町市）の評価に関して、
筆者らは学術発掘調査の成果と、その契機となった採
集資料の公開に努めてきた（松藤ほか 2017・2021、加
藤・上峯編 2022）。石製資料および本遺跡の立地に対
する認識を深めるには、旧石器包含層をとどめる丘陵
状地形（小丸山丘陵）の変遷をたどる作業が不可欠で
ある。本稿では、学術発掘調査（松藤ほか 2017）に前
後して実施された小丸山丘陵の発掘調査などの成果を
統合して、古地形の復原を試みる。

２ 小丸山丘陵とその研究課題
（１）木崎湖周辺の地形形成史と先史遺跡
標高1000ｍ級の筑摩盆地と3000ｍ級の飛騨山脈とに
挟まれた小丘陵や平坦地は、旧石器時代以来、人類文
化の舞台となってきた。この狭小な地形をもたらした
糸魚川 静岡構造線（ISTL）は、フォッサマグナ西
縁を担う大断層で、西側には飛騨外縁帯に属する先白
亜紀～古第三紀火成岩類、東側には大峰帯に属する新
第三系や第四系が分布する（加藤ほか 1989）。
ISTLに沿って連珠状に並ぶ仁科三湖はどれも堰止
め湖で、青木湖は約３万年前に、姫川の最上流部が山
地の崩壊堆積物（佐野坂丘陵）に堰き止められて形成
された（多 2000、第１図ｂ）。青木湖の湖底ではクマ
ンバ遺跡が知られており、後期旧石器時代から縄文時
代草創期にかけての、渇水期を狙った人類活動の痕跡
がとらえられている。青木湖周辺の丘陵上には縄文時
代遺跡が密集し（島田 1998）、薮沢Ⅲ遺跡では早期の
遺物や礫群、後山遺跡や大行原遺跡では早期後半の遺
物や遺構群が検出されている。薮沢Ⅱ遺跡では前期前
半の大規模な集落が見つかっており、大形の玦状耳飾
の出土が特筆される。中期以降も、加蔵遺跡、薮沢Ⅲ
遺跡、後山遺跡、大行原遺跡などで遺物集中部や遺構
が知られる。
中綱湖の形成年代は不明であるが、地すべりによる
河川の堰き止めが成因として想定されている（山下編
1995）。木崎湖は、仁科山地西縁を流れる鹿島川が扇
状地を発達させ、ISTLに沿って南流していた古農具
川を堰き止めて形成された（第１図ｃ）。鹿島川扇状
地の砂礫層の堆積年代から、木崎湖の形成年代は12～
９ka（ka：千年前）頃と見なされる（文部科学省研究
開発局ほか 2010）。木崎湖東岸には段丘地形が見られ
るが、ほとんどは姫川水系の支流が作った小規模な扇
状地由来の地形である。木崎小丸山遺跡の2016発掘区
最下層では、大峰岩屑堆積物が検出されている（松藤
ほか 2017）。新第三系の美麻累層が作る小丘陵では、
槍先形尖頭器や縄文時代早期・前期の遺物が出土した
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南入日向遺跡（長野県教育委員会文化財保護課 1997）、
早期以降の遺物が断続的に出土するコボレ沢遺跡（原
田 1978）、晩期の翡翠加工場とみられる一津遺跡（島
田ほか 1990）、晩期の集落が検出された栃が原遺跡
（原田 1980）が知られる。

（２）遺跡の概要と調査史
「木崎小丸山遺跡」の名称は小丸山丘陵の旧石器包
蔵地に限って用いられるもので（松藤ほか 2017：p. 20）、
大町市教育委員会（1988）が指定する「木崎夏期大学
遺跡」の範囲内にある。「木崎夏期大学遺跡」は信濃
講堂をのせる丘陵から西丸震哉記念館などが建つ小丸
山丘陵までを包括する（第１図ｄ）。本稿で扱う諸地

点を一括する名称としては「木崎夏期大学遺跡」が適
切であろうが、小丸山丘陵にむけられてきた関心の所
在に鑑み、遺跡内での既往の発掘成果にはなるべく遺
跡名を冠せず、調査年と調査区名などとを組み合わせ
て表記する。
大正年間に起源をもつ夏期講座「信濃木崎夏期大
学」は、木崎湖を見下ろす標高約785ｍの丘陵上に構
えられた信濃講堂を学び舎に、自然科学・社会科学・
人文科学の幅広い分野にわたる生涯学習を提供してき
た（手打 2007）。かねてから敷地内で縄文土器片が出
土することが知られており、「木崎夏期大学遺跡」と
して遺跡登録されていた（大町市教育委員会 1987）。
後年、木崎湖畔に臨時駐車場を整備する際に縄文土器
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第１図 仁科三湖周辺の地形と小丸山丘陵の位置
ａ．基盤地図情報（数値標高モデル）による陰影起伏図（●が小丸山丘陵）、

ｂ．青木湖北岸（南西から撮影）、ｃ．木崎湖東岸（北から撮影）、ｄ．小丸山丘陵（北西から撮影）



が出土し、「木崎夏期大学遺跡」の範囲が小丸山丘陵
まで拡張されたらしい。
2009年５月、芸術家・杉原信幸が竪穴住居風のアー
ト作品「墓家」を設置すべく、西丸震哉記念館の東隣
地を掘り下げた際、縄文土器が発見された。同年11月
には「墓家」に南接する畑地の天地返しにともなって、
縄文土器片が見いだされた。これらの届け出を受けて、
大町市文化財センターが発掘調査を実施している１)。
その後も「墓家」周辺での耕作などの折に縄文土器片
の発見が相次ぎ、2010年６月と12月には、大町市文化
財センターの指導のもとで杉原保幸らが発掘調査を実
施している。これら24ｍ2に対する発掘調査では、縄
文時代中期初頭を主とする土器片、黒曜岩片のほか、
木崎流紋岩による「配石遺構」が検出されたという
（島田ほか 2011）。
その後、西丸震哉記念館などの杉原管理地の北側、
小丸山丘陵の頂部に宿泊施設が建設されることになり、
2014年６月頃に大町市文化財センターが発掘調査を実
施している。同年９月には宿泊施設の建設が本格化し、
杉原管理地の東縁と接する道路で、配管工事が実施さ
れた。その際、数ヵ所で２ｍ前後の掘削坑が設けられ
て、堆積物が観察可能であった。
小丸山丘陵が旧石器時代研究のコンテクストに載せ
られたのは、2010年６月の発掘時、杉原保幸が「縄文
遺跡の生活面下にあるローム軽石層」から安山岩製石
片を見いだしたのを端緒とする（松藤ほか 2021：p. 40）。
以降、杉原が同氏管理地内の各所での地表面採集や
試掘調査を重ねていく。遺跡立地や火山灰層序を参照
しながら、後期旧石器時代を遡る可能性のある遺跡
として同地の調査成果が発信された（杉原ほか 2013・
2014・2015）。
杉原の研究成果を重く見た松藤和人と筆者は、2015
年７月と９月に現地に赴き、石製資料本来の包含層準
と火山灰層序との関係に確信を深める（Matsufuji et
al. 2015）。2016年５月には本格的な学術発掘調査を実
施し、杉原管理地内の堆積物および火山灰層序を把握
するとともに、約86kaに年代づけられる層理面上で、
細粒のローム質土層に埋もれた石器を発見した（松藤
ほか 2017）。

（３）地形復原をめぐる課題
杉原による試掘調査、松藤と筆者による発掘調査を
経てもなお、層序と古地形について不可解な点がの
こった。大町市域の地質の模式露頭となっている旧大

町スキー場の層序（平林 1984）と小丸山丘陵の層序
はおおむね一致するが、前者に明瞭に認められる黒ボ
ク土が、後者では欠落する（松藤ほか 2017：p. 9）。小
丸山丘陵頂部では黒ボク土は見る影もなく、立山Ｅテ
フラ（Tt-E：約70ka、Ⅳ層）を覆うローム質土層
（Ⅲ層）が、その再堆積層や表土を載せている（2016
発掘区の「北側法面」）。それとは対照的に、小丸山丘
陵の東裾部では黒色土が散見され、既往の発掘調査で
多数の縄文土器片や「配石」が検出されていた（島田
ほか 2011）。杉原が整理するように、同地は明治末期
の旧国道148号線敷設、1960年代初頭の水田用床土を
目的としたローム質土採掘の影響をこうむっている
（松藤ほか 2021：p. 41）。黒ボク土はこれらの折に削平
された、と筆者も考えた。丘陵東裾部付近を、幸運に
も破壊を免れた「希有な地点」（島田ほか 2011）とす
る見解に同意したのである（松藤ほか 2017：p. 9）。
しかしながら、杉原管理地における黒ボク土の評価
を曖昧にしたままでは、同地の「旧石器」の評価にも
支障をきたす。杉原収集資料の多くは表面採集品では
なく、厳密な位置情報を欠くとはいえ、試掘調査など
で地中から出土したものである。収集地点の層序を近
接する2016発掘区の層序から推定すると、杉原のＮ区
やＮＷ区では御岳系テフラを母材とするローム質土層
（Ⅴ層：約70-100ka）の存在が確実視できるが、他の
収集地点ではローム質土の再堆積層（Ⅱ層）が立山Ｄ
テフラ（Tt-D：約100ka、Ⅵ層）を直接覆っている
はずだ。
そして、それらとほとんど変わらない標高で、丘陵
東裾部には黒色土と縄文時代の遺構面が見られる。こ
の付近の発掘調査成果が公表されていないことも手
伝って、両者の古地形上の関係は詳らかではない。筆
者らは、Ｓ区などローム質土層不在地点での収集品は、
ローム質土の付着に鑑みて「水田床土用のローム採掘
時の取り残し」に包含されていた可能性を考えるもの
の（松藤ほか 2021：p. 42）、二次的な付着を全否定で
きるわけではない２)。ローム質土層不在地点からの出
土品を人工物と見なすのであれば、これらに縄文時代
以降の遺物がふくまれる可能性を考慮せねばならない
だろう。ここにおいて、ローム質土層不在地点、すな
わち明治末期以降の土地改変の影響が著しい範囲にお
いて、黒ボク土の存否とその検出深度およびそこから
復原される古地形が、この地の「旧石器」の評価に関
わる課題として析出されるのである。

前・中期旧石器時代遺跡の立地と古地形（上峯)
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３ 丘陵東裾部の調査方法
（１）試掘調査
2019年12月に試掘調査を実施した（加藤・上峯編

2022）。小丸山丘陵東裾部、「墓家」に南接する西丸震
哉記念館駐車場用地に、２×３ｍの矩形の発掘区を設
置した（第２図）。掘削はすべて人力で実施し、堆積
物の変化と遺物とに注意しながら、スウェーデン鋼製
の草掻きで堆積物をスライスするように慎重に進めた。
地表面下約25cmで、発掘区全面で砂礫層（後述の
A３層）が現れたため、発掘区西端を層序確認のため
にローム質土層（後述のＣ層）まで掘り下げて、既知
の層序（松藤ほか 2017）との対比を目指した。

（２）堆積物の分析
発掘区の最下部では黄褐色ローム質土層（後述のＣ
層）が検出され、基本層序（松藤ほか 2017：pp. 8-9）
のⅣ層ないしはⅤ層にあたると考えられた。その同定
のため、本層から堆積物を採取して、次の手順で簡易
なテフラ分析を実施した。
採取した堆積物を数回水替えしながら洗い、そのの
ち超音波洗浄をおこなった。この際、最大径２mm以

上のものを火山礫として抽出した。小丸山丘陵では、
火山礫の円磨度や表面状態がテフラのバックグラウン
ド堆積（片岡ほか 2014）を見積もる指標として有効で、
御岳系テフラを母材とするローム質土（Ⅴ層）の亜層
区分にも応用できる。既研究（松藤ほか 2017：p. 12）
の分類基準を参照しながら、火山礫の円磨度と表面状
態とを観察した。最大径２mm未満のものは、中性の
ヘキサメタリン酸ナトリウム（林純薬工業製、Lot
No.J200617001）の粉末を水溶液の濃度が１～２％程
度となるよう適宜加えながら超音波洗浄し、懸濁がな
くなるまで洗浄水の交換を繰り返した。乾燥後、
シャーレにとって顕微鏡で観察した。観察にはマイク
ロアドバンス社製デジタル・マイクロスコープシステ
ム AS-M1100を使用し、320倍で観察した。火山ガラ
スは、吉川（1976）にしたがって形態分類した。

（３）既往の発掘調査等の記録写真
小丸山丘陵東裾部で2009～2014年に実施された発掘
調査の詳細は未公表であるが、杉原保幸の写真記録か
ら、層序や深度を復原可能である。2014年に同地の配
管工事のために設けられた試掘抗についても、杉原の
記録写真がある。本研究ではこれらの写真から、層序
と掘削深度を復原した。掘削位置は杉原の記録をもと
にしたほか、2020年７月と2022年３月に現地を確認し、
該当箇所の直接水準測量を実施した。

（４）黒ボク土のAMS年代測定
小丸山丘陵がこうむった侵食イベントの年代をしぼ
りこむため、黒ボク土の AMS 年代測定によって同
層の堆積年代を推定した。対象としたのは、2019発掘
区で検出された黒ボク土（後述するＢ層の下部）なら
びに木崎湖周辺の模式露頭となっている旧大町スキー
場（平林 1984）の黒ボク土である。後者においては、
黒ボク土の最下位とその約10cm上位から採取した２
試料を分析に供した。
年代測定は株式会社パレオ・ラボに委託した。試料

は、乾燥状態のものを湿式篩分け（106μm）した後、
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2mol/L、水酸化ナト
リウム：1.0mol/L、塩酸：1.2mol/L）され、ヒュー
ミン（不溶有機物）が抽出された。試料は調製後、加
速器質量分析計（コンパクトAMS：NEC製 1.5SDH）
で測定された。得られた 14C 濃度について同位体分別
効果を補正した後、14C 年代や暦年代が算出された。
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第２図 小丸山丘陵と調査区の位置関係
１～６trは2016発掘区（松藤ほか 2017）

Ｎ～ＳＷ区は杉原の収集地点（松藤ほか 2021）



４ 丘陵東裾部の層序と年代
（１）2019発掘区の層序
発掘区で確認した層序および堆積物の岩相は、下位
から次の通りである（第３図）。トレンチ最下層で検
出したＣ層は黄褐色のローム質土層で、火山礫を面積
割合で約７％ふくむ。これを覆うＢ層は典型的な黒ボ
ク土層で、黒色の極細粒砂で構成される。
この上位に堆積する層をＡ層と総称するが、岩相に
応じて５つの亜層に細分する。Ａ５層は黒褐色～黒色
の極細粒砂層で、明黄褐色の極細粒砂からなるレンズ
様の薄層を、互層状にはさむ。Ｂ層との層理面には明
瞭な「段」が見られ、これを水成層であるＡ５層が埋
める。Ａ４層は黒色の極細粒砂層で、黄褐色の中粒砂
のブロックが面積割合で約３％散見される。これを掘
り込んで堆積するＡ３層は、黄褐色～にぶい黄色を呈
する中粒砂層をマトリクスとする砂礫層である。中～
大礫サイズの円礫が面積割合で約40％ふくまれるが、
その配列は定向性を示さない。さらに上位に堆積する
Ａ２層は、黒褐色の細粒砂層と黄色～灰白色の極細粒
砂層の互層堆積で、Ａ３層と同様の礫を面積割合で約
１％含有する。Ａ３層およびＡ４層との層理面はほぼ
水平である。これを表土であるＡ１層が覆い、現地表
面に至る。
Ｃ層にふくまれる火山礫は灰色の安山岩質の中礫で、
円磨度が低いものは発泡したような表面を見せるが、
円磨が進んで空孔が不明瞭な表面状態のものが64％に
達する３)。この層には不規則型で透明な火山ガラスが
散見されるほか、重鉱物では斜方輝石、普通角閃石、
黒雲母が目立つ傾向にある。一方で有色の火山ガラス
や軽石型の火山ガラスは検出されなかった。

（２）2019発掘区の遺物
Ｃ層の篩い掛けによって、剝片を計４点回収した

（第４図）。どれも楔型の剝離開始部をもち、Ｓ１・
Ｓ２は流紋岩溶結凝灰岩、Ｓ３はチャート、Ｓ４は石
英閃緑岩を素材とする。Ｓ４は長軸に沿って対向方向
に剝離開始点をもっており、岩質ともに2016発掘区の
Ｓ37（松藤ほか 2017）に類似する。Ｂ層からは、遺物
がまったく出土していない。Ａ層からは、縄文時代中
期前葉～中葉（狢沢式～井戸尻式併行）の土器片と、
「西霧ヶ峰系」の特徴をもつ黒曜岩製剝片や石核を見
いだしている（加藤・上峯編 2022）。縄文時代と判断
できる遺物は、Ａ層からしか出土していない。ただし
Ａ層の各層準ではゴム片やガラス片、タイル片なども
検出されている。

（３）小丸山丘陵東裾部の層序
2010発掘区の詳細は公表されていないものの、島田
ら（2011）の記述と杉原の写真記録から層序を復原で
きる。地表面下約100cmまでは黒色土が堆積するが、
上部約60cmは攪乱を受けた堆積物で、2019発掘区の
Ａ層の各亜層が識別できる。縄文土器などが多数出土
している黒色土はＡ５層ないしはＡ４層で、「配石」
と見なされた大礫はＡ３層の基底礫である。2010発掘
区で黒ボク土を掘削しているのは、黄褐色ローム質土
層まで到達する深掘部のみである。
2009年の「墓家」設置時の層序記録は確認できない
が、2014年の配管工事が「墓家」の東隣におよんでお
り、層序把握の手がかりにできる（2014Ａ地点）。掘
削は黄褐色ローム質土層にまで達していて、その直上
に黒ボク土が堆積する。その上位約140cmはＡ３層と、
黒色土やそれを母材とする攪乱土である。
杉原管理地の東で実施された配管工事では、地表面
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第３図 2019発掘区の層序（加藤・上峯 2022）



から３ｍ以上掘削されて灰白色砂礫層まで達している
（2014Ｂ地点）。その上位には黄褐色の軽石層やローム
質土層が堆積し、これを直接黒ボク土が覆っている。

（４）黒ボク土のAMS年代
年代測定の結果を表１に示す。２σ暦年代範囲は、
OxCal4.4（較正曲線データ：IntCal20）の確率法を
使用して算出された 14C 年代誤差に相当する、95.45％
信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値
は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。
2019発掘区のＢ層下部から採取された黒ボク土は、
約8.1ka の較正年代を示した（PLD-46516）。一方、
大町スキー場の黒ボク土は最下位で約9.2ka となり

（PLD-46517）、その約10cm上位から得られた試料の
測定値（PLD-46518）との間に矛盾はない。

５ 古地形の復原

（１）層序の対比
小丸山丘陵とその周辺で確認された層序を、第５図
のように対比する。丘陵部分の層序と対比関係は、
2016発掘区の成果（松藤ほか 2017）にしたがう。既報
告（松藤ほか 2017：p. 8）では６tr と基本層序との対
比を明示していないが、調査所見からは、次のように
判断される。立山Ｄテフラ（Ⅵ層）と立山Ｅテフラ
（Ⅳ層）との間にローム層（Ⅴ層）を欠き、代わりに
白色の粗粒砂層をはさむ。すなわち、立山Ｄテフラ堆
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第４図 2019発掘区Ｃ層出土の石器

表１ 黒ボク土のAMS年代測定結果

測定番号 試料採取場所 δ13C
(‰)

暦年較正用年代
(yrBP±1σ)

14C 年代
(yrBP±1σ) 2σ暦年代範囲

PLD-46516
試料 No.1

小丸山丘陵
2019発掘区Ｂ層下部 -18.79±0.13 7353±29 7355±30 8288-8264 cal BP( 4.8%)

8206-8029 cal BP(90.6%)

PLD-46517
試料 No.2

旧大町スキー場
黒ボク土層最下部 -18.74±0.13 8265±30 8265±30

9412-9346 cal BP(17.5%)
9329-9126 cal BP(77.8%)
9042-9040 cal BP( 0.2%)

PLD-46518
試料 No.3

旧大町スキー場
試料 No.2の約10cm上位 -19.14±0.12 6148±27 6150±25 7158-6953 cal BP(95.4%)



積後に付近が強い侵食作用をこうむり、その際に堆積
したのが白色の粗粒砂層、侵食が落ち着いた後に堆積
したのが立山Ｅテフラと見なされる。
2019発掘区のＣ層は、旧大町スキー場および「北側
法面」のⅣ・Ⅲ層との比較から、立山Ｅテフラとの関
連は考えがたく、層相を重視して基本層序のⅤ層に対
比するのが妥当だろう。テフラや火山礫の特徴は、Ｃ
層がⅤａ層に相当することを示唆している。ゴム片な
どの出土から、Ａ層の堆積年代は現代と判断される。
レンズ様の薄層をまじえるＡ５層は、Ｂ層を母材とす
る水成層と考えられる（第３図）。Ａ４層上面の凹凸
を埋めるようにＡ４層、Ａ３層が載り、その上面はほ
ぼ水平に整えられている。Ａ４層およびＡ２層はＡ５
層やＢ層を母材とした客土で、Ａ３層はかさ増しのた
めに人為層に持ちこまれた砂礫だろう。すなわちＡ４
層からＡ２層は、整地行為の結果と見なされる。
小丸山丘陵の基盤層は大峰岩屑堆積物で（加藤ほか

1989）、2016発掘区のうち２trおよび５trでは、Ⅷ層
としてこれを検出している。Ⅵ層（立山Ｄテフラ）を
ほぼ一定の層厚をもつ風成層と見なし、２tr での層

厚（約90cm）を、Ⅵ層の直上にⅤｃ層を見いだせる発
掘区に当てはめると、５tr ６tr ラインを尾根線と
する丘陵地形を想定できる。背後山地からもたらされ
た岩屑堆積物で作られたこの地形は、現在も小丸山丘
陵になごりを見せる。５trでは、Ⅷ層上面は769.8ｍ
付近にある。2019発掘区はⅧ層までは調査がおよんで
いないものの、Ⅷ層は769ｍより下位に存在すること
が確実である。この付近はⅧ層堆積時点で、丘陵の裾
部にあたっていたと見なせる。

（２）約95～80kaの侵食面
６tr では立山Ｄテフラ（Ⅵ層）と立山Ｅテフラ

（Ⅳ層）との間に大きな年代間隙がある。この間に堆
積する白色粗粒砂層にともなう円礫は、長軸方位Ｎ
70～80°Ｗ、走向Ｎ58～80°Ｗ、傾斜33～45°SW と定
向配列を示し、南西方向からの水流をこうむったこと
を示唆している。2016発掘区では、Ⅴｃ層の層厚は調
査区間で差が小さく、Ⅴｂ層、Ⅴａ層に至って調査区
間の層厚差が顕著になる。両層の年代（松藤ほか
2017：p. 11）を考慮すれば、約95ka 以降に侵食傾向
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第５図 小丸山丘陵および周辺の層序と対応関係



に転じ、約85ka以降にはさらにその傾向が強まった
と推定される。これらの侵食作用の結果、１tr～西側
斜面テストピットにかけて復原できる、４tr 付近を
底とする微底地が形成されている。2016発掘区では、
Ⅴａ層中から両面加工石器や剝片が出土し、台石が検
出されたＶｂ層上面を旧地表面と推定している（松藤
ほか 2017：pp. 13-15）。堆積の休止期に、テラス状に
低くなっていた４tr 付近が小規模な石器製作をとも
なう人類の活動場所に選ばれたと考えられる。微視的
には、砂原遺跡第２文化層（島根県出雲市、松藤・上
峯編 2013）や竹佐中原遺跡（長野県飯田市、鶴田編
2010）と共通した立地と判断される。
この時期の侵食が小丸山丘陵東裾部にどの程度およ
んでいたのかを見極めるのは難しい。丘陵東裾部には
Ⅴ層の厚い堆積が遺存するから、丘陵西側に比べて侵
食の影響は小さかったと考えられる。

（３）約9.2～8.1kaの侵食面
丘陵東裾部では、更新世のローム質層（Ⅴ層）を直
接黒ボク土が覆っており、その間に大きな時間間隙が
ある。また丘陵東裾部では、2014Ａ地点付近を最深部
とする谷地形が復原できる。この谷は現地形でも明瞭
で、旧国道148号線から小丸山丘陵の北裾をなぞるよ
うに木崎湖へと降りる道が敷かれている（第１図ｄ）。
黒ボク土の形成年代から、この不整合面に潜む侵食
面の年代を絞り込んでみたい。黒ボク土中のヒューミ
ンを可溶腐食の吸着によって同層を形成した微粒炭と
見る山野井（1996）の理解にたてば、表１で示した黒
ボク土中のヒューミンの AMS 年代測定結果は、黒
ボク土の形成年代に近似すると見てよい。大町スキー
場の黒ボク土最下部の年代測定値（PLD-46517）か
ら、約9.2kaを木崎湖周辺の黒ボク土の形成開始年代
と推定したい。
黒ボク土の形成が地域差をもったローカルなイベン
トに関連するという見方（山野井 2015）を考慮し、
木崎湖周辺からなるべく近い場所のデータから、上述
の結果を検証しておこう。手がかりの一つは小丸山丘
陵から約８km北東、青木湖右岸の薮沢Ⅲ遺跡Ｂ地区
で、斜面の裾部から縄文時代遺物群が出土している
（島田 1998）。発掘区の最下層は青灰色粘土～砂利層
で、その形成年代は「青木湖湖成段丘堆積物」（多ほ
か 2000）と同じくMIS２前半と見なせる。この層の
上面には褐鉄の凝集部が見いだせ（大町市教育委員会
1997）、焼土の集中部をともなって、胎土に黒鉛をま

じえる帯状押型文土器（沢式土器）が層理面に貼りつ
くようにして出土している。特に、酸化鉄塊（斑紋）
が器面に付着している土器は沢式に限定される。これ
らを覆うように拳大以上の礫が多数検出されており、
発掘調査報告書（島田 1998）では礫群と見ている４)。
この「礫群」の約20cm下位に、黒ボク土と下位層と
の漸移帯最下部が位置する。「礫群」より約30cm上位
では、再び「礫群」が広がる。上下の「礫群」にとも
なう遺物の特定は困難だが、これらを包含する黒ボク
土層からはポジティブ楕円文の押型文土器や沈線文土
器など、縄文時代早期中葉以降の遺物が出土してい
る５)。したがって黒ボク土の形成開始時期は、縄文時
代早期中葉頃と見積もれる。
小丸山丘陵から約10km南西にある、山の神遺跡の
状況も参照しておこう。扇状地上で検出された、縄文
時代早期中葉の集落である（川崎編 2003）。竪穴住居
や石列などが密集する範囲は扇状地性堆積物と土壌化
層との互層からなり、黒ボク土の発達は見られないが、
遺跡の北東隅では黒ボク土がひろがる（川崎編 2003：
巻頭図版２）。黒ボク土を掘削したことが確実な土坑
のうち、SK1055および SK1056は押型文土器をふく
んでおり、縄文時代早期中葉に比定されている。以上
の遺跡証拠は、木崎湖周辺における黒ボク土の形成開
始年代を9.2ka頃とする筆者の推定を支持していよう。
この推定年代と、小丸山丘陵2019発掘区の黒ボク
土層（Ｂ層）の AMS 年代とには約1000年の間隙が
あるから、この時期を小丸山丘陵東裾部におよんだ
侵食イベントの発生期と見なせる。小丸山丘陵の東
１kmにある居谷里湿原中央部で採取されたボーリン
グコアの分析データ（植木ほか 2013）では、14C 年代
測定値と掘削深度とが極めてよく相関する（相関係数
＝0.99）。居谷里沢から稲尾沢川への河川争奪前の最
新年代（深度1.3ｍ前後）は7200 BP 頃と計算でき、
これを IntCal20で較正すると8024～7971 cal BP
（95.4％）となる。これより上位には泥炭が堆積する
ので、河川争奪は8000 cal BP頃に生じたと見てよい。
この頃に降水や河川の流量が増大したと考えられ、小
丸山丘陵の侵食イベントの推定年代とおおむね一致す
る。鹿島川扇状地の発達期にも近似する年代であるこ
とから、約9.2～8.1ka の侵食イベントは降水量の増
加など、前期完新世末～中期完新世初頭の気候変動に
由来するものと考えられる。
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６ 結論
木崎小丸山遺跡の発掘調査所見（松藤ほか 2017）に、
その前後に実施された小丸山丘陵東裾部の発掘調査な
どの所見を加え、丘陵の地形形成史を紐解いてきた。
その結果、以下の諸点が明らかになった。
（１）中期更新世の大峰岩屑堆積物に由来する小丸山
丘陵は、約100ka 以降、立山Ｄテフラや御岳系テ
フラに覆われた。約95ka以降に侵食傾向が強まり、
約85ka以降にはさらにその傾向が顕著となった。
この間に形成された微低地が、小規模な石器製作
をともなう活動場所として人類に利用された。

（２）小丸山丘陵東裾部は約9.2～8.1kaに顕著な侵食
を受けている。木崎湖周辺で扇状地が発達する時
期にあたり、前期完新世末～中期完新世初頭の気
候変動との関係が考えられる。
以上の成果に照らせば、小丸山丘陵ではプライマ
リーな包含層から出土した縄文時代遺物は皆無で、す
べて攪乱土層（2019発掘区のＡ層）から出土している
ことが確認される６)。小丸山丘陵の尾根線上に位置す
る、杉原のＮ区では縄文時代の遺物包含層は現地表面
より高位にあったと推定され、丘陵東裾部では同層は
現地表面より約１ｍ下位にある。丘陵法面から崩落し
た遺物が混入しうるＮ区や「北側法面」を除けば、杉
原の収集資料に縄文時代の遺物がふくまれる余地はな
いと判断される。
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補註
１）「大糸タイムス」2009年11月21日。
２）2019年の発掘調査（加藤・上峯編 2022）では、雨天
の発掘時に発掘機材等にこびりついたローム質土の除
去に難儀した。また水に濡れたローム質土層（後述の
Ｃ層）の上に落とした筆記具が瞬時にローム質土まみ

れになり、水洗してもなかなか除去できなかった記憶
も頭をよぎる。石製資料に対するローム質土の二次的
な付着を強く否定できないのである。

３）Ｃ層の堆積物水洗によって回収した火山礫329点の分
類結果による。多孔質な角礫が119点（36％）、空孔が
不明瞭な円礫210点（64％）となった。それぞれ既報
告（松藤ほか 2017：p. 12）のＡ類、Ｂ類に相当する。

４）焼土が示す生活面との標高差、斜面裾部に、その輪
郭をなぞるように礫が分布する状況に照らせば、この
「礫群」は遺構ではなく、斜面上部からもたらされた
転石の集積とみるのが妥当だろう。

５）発掘調査報告書（島田 1998）では、下位の「礫群」
を縄文時代早期前半、上位の「礫群」を同後半とする。

６）現地形の直接水準測量や杉原の記録写真から推定す
ると、「墓家」の設置にともなう掘削深度は地表面下
約60cmである。これは杉原が関わった小丸山丘陵東裾
部の掘削で最も深いものだが、その最深部でさえ2019
発掘区のＡ層相当層にとどまる。付近には縄文時代の
堆積層（黒ボク土層）が、破壊されずに残っていると
予想される。
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Site Location and Paleo-topography of Pre-40ka Site: Topographic Evolution of the Hill where
the Kizaki Komaruyama Palaeolithic Site Is Located in Omachi City, Nagano Prefecture, Japan

Atsushi UEMINE
(Nanzan University)

The Kizaki-Komaruyama Site, located in Omachi City, Nagano Prefecture, is situated on the
Komaruyama Hill on the east bank of Lake Kizaki. Dr. Yasuyuki Sugihara, who paid attention to the Late
Pleistocene loamy soil that constitutes the hill, conducted exploratory excavations at various points on the
hill, collected stone artifacts, and presented them as artifacts dated before the Upper Paleolithic age. Dr.
Kazuto Matsufuji and the author conducted academic excavations in 2016 and confirmed that the site with
small-scale lithic production was left on the old living surface dated ca. 86ka. In this paper, I clarify the
topographic evolution of the hill, taking into account the stratigraphic information exposed by excavations
and civil engineering works in this area. The study reveals that the hill have undergone significant erosion
twice since ca. 100ka, a microcosm resulting from erosion from ca. 95 to 80ka provided the setting for
human activity in ca. 86ka, and again from 9.2 to 8.1ka, particularly in the eastern part of the hill. The
eastern base of the hill was eroded. This event is thought to be linked to climatic changes from the end of
the Early Holocene to the beginning of the Middle Holocene. Based on the model of the hill succession as
clarified above, there is no room for Jomon age artifacts to be mixed in Dr. Sugihara’s collection.
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